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【第３０回武庫川流域委員会 資料】                      ２００５/１２/５ 

 

森林の保水機能、洪水抑制機能について 
―これまでの総合治水ＷＴおよび第29回流域委員会を踏まえた７つの集約案― 

（委員長メモ＝第３０回流域委員会で確認済み） 

 

①森林の保水機能、洪水抑制機能について、現在以上の森林整備を行うことによって、どのような保水、

洪水抑制機能が上昇するかを数値で示すことは、武庫川流域では現状では困難である。（数値化） 

 

②１／１００規模の大規模洪水に対して、森林の整備が洪水の流出抑制機能を高めるという期待を持つ

ことは、現状では難しい。（大規模洪水に対する機能） 

 

③しかし、流域における森林面積を維持・拡大することや、森林の適正な整備を行うことによって、中

小規模の洪水に対して一定の洪水抑制機能を高めることは期待できる。（中小規模の洪水に対する機

能） 

 

④森林は山腹の崩壊や土砂の流出を抑制し、治山・治水上重要な機能を有しているほか、水源の涵養と

水質の浄化、大気の浄化、炭酸ガスの吸引による地球温暖化の防止、動植物の生息環境の保全、森林

浴などの人間の健康やレクリエーションへの貢献など、多様な機能を有している。武庫川の流域環境

を整備・保全していくうえで、そうした森林の機能の維持と森林の生態系の適正な維持・保全は、極

めて重要な課題である。（多様な機能） 

 

⑤武庫川流域では人工林が比較的少なく、二次林が多くを占めているが、上記の理由から流域の森林を

これ以上減らすことなく、森林域の保全と増大に努めるとともに、保水機能と流出抑制機能および多

様な森林の機能を高めるために適切な整備を図っていかなければならない。（森林の保全と整備） 

 

⑥総合治水を進めるうえで、流域面積の過半を占める森林の持つ機能や整備は大きなウェートを持って

いる。河川管理者および関係機関は、武庫川流域におけるその機能を明確にするために、調査研究、

データの蓄積と収集など解明に努力すべきである。（将来課題） 

 

⑦武庫川の整備基本方針、整備計画および提言に、上記の趣旨をどのように盛り込むかは、引き続き流

域委員会ならびに総合治水ワーキングチーム（ＷＴ）で検討していく。（方針・計画・提言への反映） 

 

以上 
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